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す
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高
校
授
業
料
無
償
化
政
策
の
問
題
点
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
、
民
主
党
は
様
々
な
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
国
民
に
約
束
し
、
高
校
授
業
料
無
償
化
も
そ
の
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

公
立
高
校
は
授
業
料
が
無
償
に
な
る
が
、
私
立
高
校
に
関
し
て
は
就
学
支
援
金
と
し
て
、
年
間
授
業
料
の
う
ち
、
十
二
〜
二
十

四
万
円
が
助
成
さ
れ
、
政
府
は
今
年
度
予
算
に
お
い
て
約
千
四
百
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。
去
る
十
一
月
二
十
日
、
文
部
科
学

省
の
調
査
に
よ
る
と
、
私
立
高
校
生
に
対
す
る
就
学
支
援
金
制
度
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
五
月
二
十
日
現
在
で
は
、
全
国

の
三
十
四
道
県
、
さ
ら
に
最
新
の
調
査
で
は
、
十
月
一
日
現
在
で
三
十
八
道
県
が
、
独
自
で
行
っ
て
き
た
私
立
高
校
生
に
対
す

る
補
助
予
算
を
削
減
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

民
主
党
政
権
の
目
玉
政
策
の
一
つ
で
あ
る
高
校
授
業
料
無
償
化
で
あ
っ
た
が
、
当
初
よ
り
懸
念
さ
れ
た
公
立
高
校
生
と
私

立
高
校
生
の
不
公
平
感
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

私
立
高
校
生
へ
の
就
学
支
援
金
は
、
各
都
道
府
県
の
独
自
支
援
が
前
提
で
あ
り
、
こ
の
補
助
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
は
実

質
、
私
立
高
校
生
へ
の
支
援
拡
大
が
進
ん
で
い
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
の
整
合
性
が
と
れ

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

一



三

一
〜
二
に
関
連
し
、
国
民
に
間
違
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
与
え
て
き
た
、
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
是
正
し
、
正
確
に
伝

え
る
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
「
私
立
高
校
を
除
く
、
公
立
高
校
の
授
業
料
無
償
化
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


